





























　2018 年の 3 月，1 通の葉書が届きました。以前，文京学院大学経営学部でご尽力いただいた海老原諭
先生から和光大学経済経営学部経営学科の教員として勤務するというお知らせでした。そこで，葉山先
生と海老原先生，そして小生で一席設けようという話が持ち上がりました。早速，メールにて日程を調
整させていただきながら「オリエンテーションなども一通り終わり，やっと一息つけるようになりまし
た。お誘いいただきありがとうございます」とのお返事があった後のゴールデンウィークに池袋でお会
いし，人生について，大学教育のこれからについて語り合ったのが，昨日のことのように思えます。
　その人の人柄が縁（えにし）を結び広げていく。お付き合いをさせていただく中で学ばせていただい
たことを受け継ぎ，葉山先生の分までこれからの人生を歩んでいかなければならないとこの追悼文を執
筆させていただきながら心を固める機会となりました。
　最後に，日々を全力で生きた先生，常に相手の立場に立って物事を考えて下さった先生，そして常に
謙虚な姿勢であった葉山幸嗣先生のご冥福をお祈り申し上げ追悼文とさせていただきます（合掌）。
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